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～ 信号交差点右折時の歩行者事故防止 ～





令和２年中、茨城県内の信号機のある交差点で、四輪車と横断歩道を横断中の歩行者が衝突した人身交通事故(161件)の分析結果。





信号交差点で、四輪車と横断歩道横断中の歩行者が衝突した人身交通事故161件中、四輪車の進行方向について分析した結果、右折時が約８割(127件)を占めていました。

















左から右


53件(42％)











右から左


74件(58％)





四輪車から見た歩行者の横断方向





○ 左前から右後方へ横断が53件(42％)





○ 右後方から左前へ横断が74件(58％)








○　横断歩道は歩行者優先、右折前に必ず横断歩道上の歩行者等の有無を確認する。


○　信号は黄色で停止、停止線を越えて交差点へ進入しない。


○　無理な右折はしない。


特に対向直進車の直前右折は、注意力が対向車に集中し、右折先の横断歩行者等


に気づくのが遅れやすい。


○　車両右側の死角や、フロントガラスのピラー(柱)の死角等に注意する。





誤った右折





正しい右折





死角





死角





死角





死角





・道路中央に寄る


・対向車線と横断歩道の安全を確認


・交差点中心の内側を徐行


・横断歩道手前で再確認





・対向直進車の直前を加速


・右折ではなく、ほぼ直進


・横断歩道上を見ない









